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が磨 く､叉前線は狭 く,静胸管の中央部は少しく隆起L.て腰 軒に塵かの縮紋があるL-前後の繭








那, 4欄の卵塊に就きて調べた鹿では表示の如 く, =梱 包の中の卵数は211剛 らゝ27個の間であ




粧 過 と 習 性
蔑生が極め七不規則なために､ lヶ年円に於廿る一冊 臣,)同数は不明であるが, 1回か成仏は
2回聴生を繰 り返すもQ,)で孜からうかと放はれるい川:-･GJう中で戒線を東 も多く見られるL-/)は､5
月頃から11月頃にかけで Etあって､卵を普通に見られるのは6月から8月の間である.J而して､
6月か ら8月の間に産まれた卵の期間は,巽示の如 く賂ぼ4(相聞で､ 越年の状態 も不明である
が､碓釆観察した慶では､朝常威長した幼誼か戚蝕で越年するものが多いやうに恩はれるけれ
rナ ミヅ キブ1)Jの産卵と岬化及び卵の期間
川召利 ll)年 調 教)
･一17L産 卵 期 H 脚 化 如 .[ー 卵 U)期 間
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